




The present situation of farm stand in south region of Aomri pre-




実際、県の実態調査結果では、平成 24 年度、県全体で前年比 4.4% の減少にとどまり、
県南（三八、上北地域）では、さらに同 6.1% の減少と落ち込みが大きい。
　昨年 6 月、県南地方の産直施設（31 か所）に対してアンケート調査を実施したと







































調査を実施している矢先の平成 25 年 9 月
















































年度 産直施設 道の駅内産直 累　計 主な産直施設
1971 1 1 三沢青果市場
1990
1991 1 　 2 「名川チェリーセンター」
1992
1993 　 1 3 道の駅「はしかみ」
1994 3 1 7 「SAN・SUN 産直ひろば」「なんぶふるさと物産館」・道
の駅「しちのへ」「ふくちジャックドセンター」
1995 1 1 9 道の駅「おいらせ」・夢の森ハイランド
1996 1 10 ふるさと市場
1997 1 11 八菜館
1998 1 12 味祭館
1999 　 1 13 道の駅「しんごう」
2000 1 14 ふれあい市ごのへ
2001 1 1 16 道の駅「とわだ」「ごのへ直売所」
2002 1 17 そばの里けやぐ
2003 1 1 19 森の直売所・道の駅「ろくのへ」
2004 　 1 20 道の駅「おがわら湖」
2005 　 20
2006 1 1 22 道の駅「なんごう」「あぐりの里おいらせ」
2007 2 1 25 道の駅「みさわ」「たっこや」「わぁのはだげ」
2008 1 26 「ほのぼの館」
2009 1 27 「産直くらぶふぁーまーず」
2010 27
2011 2 29 「ばるじゃサービス A コープ田子店」「ファームヴィ レッ
ジなんぶ」





































































































































































































そうした中で、最も多いのは 21 坪から 30
坪の売り場面積が 33 店舗中 9 店舗と多く、
次に 31 坪から 50 坪の売り場が 8 店舗、11



































ただし、閉店時間は 18 時台が 17 施設と多
く、19 時閉店が 6 施設、20 時が 1 施設となっ
ている。食品スーパーの閉店時間がおよそ















平成 24 年度の調査対象の産直施設 1 施設
当たりの平均売上高（「道の駅」の場合、産
直部分の売上高）は 7 千 6 百万円であった。
そうした中、「道の駅」内の産直施設（9 ヶ
所）の 1 施設当たりの平均売上高は 1 億 2 千
8 百万円（産直部分の売上高）に達している。
それに対して、農産物直売所（22 ヶ所）の


















平成 23 年度及び同 24 年度の売上動向につ
いてみると、売上高の DI 指標（「増加企業
割合」－「減少企業割合」）は、平成 24 年度は





産直施設（総計 31 施設）の売上高 2,276,216
同上 1 施設当たり販売額 75,874
農産物直売所（22 施設）の売上高 1,125,716


























年 間 1 千 万 円～3 千 万 円 未 満 の 施 設 が、
27.6%（8 施設）と最も多く、年間 1 千万円
未満の施設 10.3%（3 施設）を加えると、零
細規模の施設が 4 割近くを占めている。
次に、売上高 ｢30～50 百万円｣ ｢50～100
百万円｣ ｢100～150 百万円｣ の施設が各々
13.8%（4 施設）を占めたほか、売上高 ｢150







労働分配率 50.9%（TKC 経営指標 25 年版　
野菜小売業）からすると、人件費は 382 万円

























く、次に手数料 20% が 16.7%､ 続いて手数






































































｢イベント｣ がそれぞれ 55.6% とあるように、
対象とする周辺地域の住民に対して、季節ご
との収穫イベントの開催に伴う広告チラシに
よる PR 活動が中心である。（第 13 図）
三番として、インターネットによる広報や


































































































一 方、 第 7 位 に「 陳 列 棚 が 足 り な い 」


























































らせ町　平成 22 年 10 月 1 日現在、人口 33.5
万人）でみると、「よく利用する」と答えた
回答者は 56.9% の 19 万人と見込まれる。
そうした中で、月に 1 回以上産直を利用す
る回答者は、利用者全体の 69.8% で 7 割近く
にのぼる。そこで、八戸広域市町村圏内での
利用者人口は、13.3 万人（33.5 万人× 56.9%
× 69.8%）と算出される。
また、ヘビーユーザー（愛好者）となると、
「週に 1 回以上利用する」回答者 27.8% から














































に 2～3 日」が 7.9% であるが、週に 1 回以上
利用する ｢よく利用する｣ ヘビーユーザーは
27.8% と実に 3 割近くにのぼる。
また、「月に 2～3 回」（25.1%）と「月に 1 回」
（16.9%）をトータルした月に 1 回以上の「時々
利用する」は 42.0%、そして、「1 年に 2～3 回」
































































い｣ が 6゙4.0% と最も多く、次に「鮮度が良い」


























次 に、「1,000～1,500 円 」（24.2%）、「1,500
～2,000 円」（15.9%）が併せて 4 割にのぼる
ように、千円札 2 枚あれば、当面の青果物の
食材が十分間に合う買い物施設といえる。そ
うした中、1 回 3,000 円以上のまとめ買いは、
全回答者数の 5% 程度と全体的に少ない。
地域的な特徴としては、「三戸町」「田子町」








































第 3 位として「品数を増やす」が 29.6% に
のぼっている。地区別に多いのは、三戸地区























































県南地方（八戸市 ･ 三戸郡 ･ おいらせ町　
人口 33.5 万人）の住民が、「よく利用する」

































収入はスーパーの売価の 2～3 割（売価 100
円として 20 円～30 円）といわれる。それが
産直だと 15% 前後のマージンを差し引かれ
るだけで、8 割方手取り収入になることから


























































































































































































































ては、「商品の PR などの情報発信」は 24.1%































































































































































































八戸学院短期大学研究紀要　第 38 巻56 号30
農産物直売所 運営に関するアンケート調査のお願い 
                     八戸学院短期大学 
                        教授 高橋俊行 
１．直売所について教えてください。 
① 名 称                  
② 運営主体                                
③ 経営形態 
       
ア．行政    イ．第三セクター  ウ．商工会議所・商工会  エ．ＪＡ 
     オ．民間企業  カ．ＮＰＯ     キ．生産者組合   ク．その他（      ） 
   
④ 従業員  社員      人  (うち パート       人 ) 
⑤ 施設設置者                
 
２．開業年月日     昭和・平成    年   月   日 
 
３．施設・規模について教えてください？ 
① 敷地面積          坪 ② 建物面積          坪 
 ③  売り場面積          坪  （うち飲食面積         坪） 
 ④  駐車場は           台  
⑤ トイレは   男子用（   ）器   女性用（   ）器  
 
⑥ 付属施設 
   ア．食堂･レストラン 
     ① そば・うどん ② ラーメン ③ 和食 ④ 洋食 ⑤ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ ⑥その他 
 
   イ．加工施設    （内容                     ） 
   ウ．研修・実習施設 （内容                     ）             
   エ．展示施設    （内容                     ）             
   オ．遊戯・娯楽施設 （内容                     ） 
 
   カ．休憩施設（         ）  ク．温泉施設 （       ） 
   キ．宿泊施設（         ）  ケ．その他  （        ）           
    
４．経営の理念（事業目的）についてお尋ねします。 
 
① 地場産品の販売促進   ② 地域農業の振興   ③ 地域の農業所得の向上 
④  施設経営の維持・拡大  ⑤ 雇用の創出・拡大   ⑥ 消費者への良品提供 
⑦ 健康野菜の提供     ⑧ その他（         ） 
   
５．将来に向けたビジョンはお持ちですか。 
                                                
                                           
 
6．経営内容についてお聞きします。 
① 営業時間（午前  ：  ～ 午後  ： ）② 定休日    曜日   日 
③ 利用客数  平日（      ）人 土日・祭日（      ）人 
  ④ 主なお客様は 
ア． 地元住民 イ．周辺市町村（    ）ウ．観光客  エ．その他（    ） 
農業イノベーション「青森県南地方の農産物直売所の現状と今後の解決すべき経営課題」（髙橋） 57農業イノベーション 県南地方の農産物直売所の現状と今後 経営課題」（高橋） 31
⑤  売上高(24 年)  年間 （      ）千円   
 
⑥  伸び率  平成 23 年前年比（   ）％増減  平成 24 年前年比（   ）％増減 
 
⑦ 商品アイテム数 （       ）品目 
 
 ⑧ 商品内容     構成比          地元産の割合 
     ア．野菜          ％）   （       ）％    
     イ．果物          ％）   （       ）％   
     ウ．穀物          ％）   （       ）％  
エ．魚介類         ％）   （       ）％             
     ウ．菓子類         ％）   （       ）％  
カ．加工品         ％）   （       ）％    
     キ．その他         ％）   （       ）％        
   
⑨ 販売形態       構成比       ⑩ マージン 
     ア．買取販売        ％）              ％ 
     イ．委託販売        ％）              ％ 
     ウ．その他         ％）              ％ 
  
 ⑪ 主な販売先     構成比              構成比 
     ア．消費者        ％  イ．小売業者         ％ 
     ウ．加工業者       ％  エ．飲食業者         ％ 
     オ．その他        ％ 
  
 ⑫ 広報・PR 活動 
   ア．チラシ   イ．ポスター   ウ．テレビ・ラジオ  エ．新聞 
   オ．インターネット  オ．イベント  カ．口コミ    キ．その他（     ） 
 
 ⑬ 店舗の運営管理の内容 
 ア．販売促進の企画   イ．販売の指導･アドバイス  ウ．価格の調整・指導           
    エ．市場ニーズの把握  オ．人材の教育・研修     カ．販売動向の調査・分析  
キ．商品ＰＲ      ク．情報の提供        ク．その他（      ） 
   
 ⑭ 販売企画の内容 
   ア．イベント催事（         ） イ．インターネット販売 
   ウ．配達     エ．料理教室     オ．その他（              ）    
 
７．出品者数（出荷会員数）                   人 
 
８．経営の課題は何でしょうか？ 
  ① 集客力の向上           ⑦ 魅力的な価格設定  
  ② 売り場の賑わいの創出       ⑧ 商品の品質の管理 
  ③ 魅力ある品揃えの拡充       ⑨ 接客・応対サービスなど人材の育成 
  ④ 独自商品による他店との差別化   ⑩ 商品のＰＲなど情報発信 
  ⑤ 特産品など加工品の開発      ⑪ 店舗運営の管理（商品構成・販売促進・苦情） 
  ⑥ 商品ブランドなどの構築      ⑫ その他（              ） 
   
ご協力 誠に有難うございました。 







アンケートのご協力をお願い致します。                                           
平成25 年 5 月   八戸学院短期大学 教授 高橋 俊行 
 
１．農産物を購入する際、主にどこの商業施設を利用されますか？（○で囲んで下さい。複数回答可） 
① 食品スーパーなど大型商業施設  ② 八百屋など専門店  ③ 近所の食料品店   
④ 産直（農産物直売所）    ⑤  宅配･ネット   ⑥ その他（         ） 
 
２．あなたは、産直（農産物直売所）をよく利用する方ですか？ 
  (１) あまり利用しない（年 1 回以下） ⇒   ○を付けた方は、①の質問に進んでください。  
   ① なぜ、利用しないのですか？ （複数回答） 
ア． 品揃えが少ない              ク．ポイントカードなどの特典がない 
イ． 鮮度が良くない       ケ．閉店時間が早い 
ウ． 品質が良くない               コ．近くに産直施設がない（遠い） 
エ． 価格に魅力を感じない         サ．チラシ、広告などの情報が不足 
オ． 夕方になると品数が少ない     シ．接客が良くない 
カ． 安心できない                 ス．駐車場が不便･狭い 
キ． スーパーで間に合う           セ．その他（             ） 
 
 





① ほぼ毎日  ② 週に２～３回  ③ 週に 1 回  ④ 月に２～３回  ⑤ 月に１回  
  ⑥ 1 年に 5～6 回  ⑦ １年に 2～3 回程度  ⑧ その他（         ） 
 
４．よく購入される商品は、なんでしょうか。（該当する項目に幾つでも○を付けて下さい、複数回答） 
   ① 野菜     ② 果物   ③ 米･穀物類  ④ 大豆･豆類  ⑤ 山菜･キノコ   
⑥ 花      ⑦ 魚介類  ⑧ 卵     ⑨ 畜産品     ⑩ 乳製品   
⑪ 弁当･惣菜  ⑫ 漬物    ⑬ 菓子      ⑭ パン       ⑮ 調味料   
⑯ 日用品   ⑰ 飲食    ⑱ その他（           ） 
  
５．直売所で購入する理由は何ですか？  （複数回答可） 
① 鮮度が良い  ② 価格が安い  ③ 地元産の食材が豊富  ④ 旬や季節感を感じる 
⑤ 商品の種類が豊富  ⑥ 珍しい商品がある  ⑦食品の味が良い  ⑧ 安心感がある 
⑨ 一つの物を大量に購入できる  ⑩ スーパーより楽しい  ⑪ 友人・知人と交流できる 
⑫ 接客・応対が良い  ⑬ 地元に貢献できる  ⑭ 道路、交通、駐車場など立ち寄りに便利 
⑮ 生産者の顔が見える  ⑯ 農薬や化学肥料が少ない ⑰ その他（           ） 
 
農業イノベーション「青森県南地方の農産物直売所の現状と今後の解決すべき経営課題」（髙橋） 59農業イノベーション 県南地方の農産物直売所の現状と今後 経営課題」（高橋） 33
 
６．１回の買い物でどの位購入しますか？ 
①  500 円以内    ② 500～1,000 円   ③ 1,000～1,500 円  ④ 1,500～2,000 円  
⑤ 2,000～3,000 円   ⑥ 3,000～5,000 円  ⑦ 5,000 円以上  
 
７． 産直施設で買い物される場合、満足されていますか？ 
① 満足  ② やや満足  ③ 普通   ④ 不満   ⑤ その他（        ）     
 
８．満足を高めるために、直売所で力を入れて欲しいことは何でしょうか？（複数回答可） 
① 鮮度を高める    ② 手頃な価格設定 ③ 価格を下げる   ④ 商品の種類を増やす 
 ⑤ 欠品をなくする   ⑥ 味など品質向上 ⑦ 賞味期限の管理  ⑧ こだわり商品の提供 
 ⑨ 地元に無い物も提供して欲しい  ⑩ 地元以外の物を提供しないで欲しい 
 ⑪ ポイントサービス  ⑫ 宅配サービスの提供  ⑬ 商品の説明  ⑭ 試食の提供  
⑮ 農薬･肥料の情報提供  ⑯ 接客態度の改善  ⑰ レシピなど料理方法の情報提供 
⑱ チラシ、広告などにより旬の情報を提供して欲しい  ⑲ レイアウトなど店の雰囲気づくり 
⑳ 通販やインターネットでの利用ができるようにして欲しい ㉑ 生産者との交流機会 
 ㉒ 特にない  ㉓ その他  （                 ） 
 
９．主に、どこの直売所(産直)を利用していますか？（複数回答可）    
（八戸） 
 ① 田舎の味直売所（十六日町）  ② 八菜館 (JA 八戸)  ③ 道の駅「なんごう」産直 
④ 森の直売所（島守）  ⑤ ふるさと市場（根城･十八日町･本八戸） ⑥ パセリー菜 
⑦ セプドール（沼館･南類家･根城･白銀）  ⑧ スーパー等の産直コーナー 
⑨ わあのはだげ（類家）  ⑩ その他（                    ） 
（階上・三戸･五戸･新郷） 
 ⑪ 道の駅「はしかみ」産直  ⑫ ふれあい市ごのへ   ⑬ JA 八戸ごのへ直売所 
 ⑭ 夢の森ハイランド     ⑮ くらいしパン工房   ⑯ 道の駅「しんごう」産直 
 ⑰ SAN・SUN 産直ひろば   ⑱ 産直たっこや     ⑲ ぱるじゃサービスA コープ田子店 
 ⑳ 朝市クラブ新撰組     ㉑ その他（         ） 
（南部町） 
㉒ ファームヴィレッジなんぶ ㉓ なんぶふるさと物産館  ㉔ 野菜 100 円ショップ 
㉕ 名川チェリーセンター   ㉖ 産直けやぐ       ㉗ おやさいの集会所  
㉘ ふくちジャックドセンター ㉙ ほのぼの館       ㉚ その他（          ） 
（上北郡ほか） 
㉛ 味祭館（おいらせ町）   ㉜ JA 下田おっほくんひろば  ㉝ おはよう広場   
㉞ アグリの里おいらせ    ㉟ 三沢青果市場       ㊱ 夢グリーン「元気ハウス」 
  ㊲ 道の駅「ろくのへ」産直  ㊳ 道の駅「みさわ」産直   ㊴ 道の駅「おがわら湖」産直  
㊵ 道の駅「とわだ」産直   ㊶ 道の駅 「おいらせ」産直  ㊷ 道の駅「しちのへ」産直 
㊸ その他（           ） 
   
10．あなたのお住まい、年齢等をお教え下さい 
   (１) ① 八戸市  ② 階上町  ③ 南部町  ④ 三戸町  ⑤ 田子町  
⑥ 五戸町  ⑦ 新郷村  ⑧ おいらせ町  ⑨ その他（       ） 
(２) ① 20 代  ② 30 代  ③ 40 代  ④ 50 代  ⑤ 60 代  ⑥ 70 代～ 
(３)  男 ： 女 
 
                            ご協力 誠に有難うございました。 
